
稿寄

は
じ
め
に

地
球
温
暖
化
や
都
市
部
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
日
本
の
夏
季
の
気
温
は
上
昇
し
、
こ
の
数
年
、
高
温

の
夏
が
続
い
て
い
る
。
２
０
２
４
年
の
熱
中
症
に
よ
る
死
者
数
は
、

こ
れ
ま
で
の
最
多
記
録
１
７
４
５
人
（
２
０
１
０
年
）
を
上
回
り
、

初
め
て
２
０
０
０
人
を
超
え
た
と
の
速
報
報
道
が
あ
っ
た
。
２
０
２

５
年
は
４
月
、
５
月
と
す
で
に
季
節
外
れ
の
高
温
に
見
舞
わ
れ
て

お
り
、
夏
本
番
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
こ
と
か
と
、
心
配
さ
れ
る
。

２
０
１
０
年
の
１
７
４
５
件
の
熱
中
症
死
亡
の
発
生
場
所
を
見

る
と
、
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の
発
生
は
数
例
に
と
ど
ま
り
、
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
時
の
熱
中
症
死
者
数
は
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い

な
い
。
こ
れ
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
は
じ
め

と
し
た
関
係
者
が
取
り
組
ん
で
き
た
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
熱
中

症
予
防
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
発
行
お
よ
び
啓
発
活
動
の
大
き
な
成

果
と
言
え
る
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
熱
中
症
で
救
急
搬

送
さ
れ
た
数
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
本
来
、
ス
ポ
ー
ツ
は

す
べ
て
の
人
が
安
全
に
楽
し
め
、
身
体
と
精
神
の
健
康
増
進
に
つ

な
が
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
熱
中
症
で
亡
く

な
る
事
例
は
１
例
で
あ
っ
て
も
容
認
で
き
ず
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
熱
中
症
死
亡
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
最
重
要
課

題
と
し
て
議
論
を
進
め
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
熱
中
症
の
中
核

を
な
す
が
一
般
に
命
に
関
わ
る
こ
と
の
な
い
「
熱
疲
労
」
と
死
に

至
る
リ
ス
ク
の
高
い
「
熱
射
病
」
と
の
病
態
や
症
状
の
相
違
に
つ

い
て
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。

松
本 

孝
朗

中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

ト
レ
ー
ナ
ー
学
科
教
授

熱
中
症
の
病
型
お
よ
び

発
症
機
序

―�

救
命
の
た
め
の
身
体
冷
却
法
―
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1
　熱
中
症
の
病
型
と
そ
の
発
症
機
序
、

　
　現
場
で
の
処
置
と
予
防
法

熱
中
症
と
は
、
暑
さ
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
す
る
「
暑
熱
障
害
」

の
総
称
で
あ
り
、
熱
失
神
、
熱
け
い
れ
ん
、
熱
疲
労
お
よ
び
熱
射

病
の
４
つ
が
含
ま
れ
る
。
発
症
の
原
因
は
主
と
し
て
、
脱
水
と
過

度
の
体
温
上
昇
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
症
機
序
と
症
状
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
運
動
や
労
働
に
伴
っ
て
発
生
す
る
労

作
性
（
運
動
性
）
熱
中
症
と
運
動
や
労
働
と
は
無
関
係
に
発
生
す

る
古
典
的
（
非
労
作
性
）
熱
中
症
と
に
分
類
さ
れ
る
。
近
年
、
わ

が
国
に
お
け
る
熱
中
症
死
亡
者
の
約
80
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
あ
り
、
約
45
％
が
家
（
庭
を
含
む
）
で
発
生
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
高
齢
者
が
自
宅
で
亡
く
な
っ
て
い
る
、
そ
の
多
く
は
古
典
的

（
非
労
作
性
）
熱
中
症
と
推
測
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
労
作
性

（
運
動
性
）
熱
中
症
を
中
心
に
述
べ
た
い
。

①
熱
失
神

炎
天
下
に
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
お
こ
る
。
直
射
日

光
に
よ
る
皮
膚
血
管
拡
張
と
立
位
姿
勢
持
続
に
よ
る
血
液
の
下
肢

へ
の
貯
留
に
よ
っ
て
、
脳
へ
の
血
流
が
減
少
し
、
一
過
性
の
意
識

消
失
（
失
神
発
作
）
を
お
こ
す
も
の
で
、
起
立
性
低
血
圧
（
立
ち

く
ら
み
）
が
そ
の
病
態
で
あ
る
。
失
神
に
先
立
ち
、
顔
面
そ
う
白
、

め
ま
い
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

〔
現
場
で
の
処
置
〕
涼
し
い
場
所
で
、
下
肢
を
挙
上
さ
せ
て
臥
床

さ
せ
る
。

〔
予
防
法
〕
炎
天
下
で
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
こ
と
を
避
け
る
。
下

肢
の
屈
伸
運
動
を
行
う
（
下
肢
の
静
脈
に
う
っ
帯
し
た
血
液
を
筋

ポ
ン
プ
作
用
に
よ
り
心
臓
へ
環
流
さ
せ
る
）。

②
熱
け
い
れ
ん

暑
熱
環
境
で
長
時
間
運
動
を
行
い
、
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
時

に
、
疲
労
し
た
筋
に
生
じ
る
有
痛
性
の
け
い
れ
ん
で
、
通
常
、
下

肢
の
筋
に
多
く
お
こ
る
が
、
上
肢
や
腹
筋
に
お
こ
る
こ
と
も
あ
る
。

特
に
、
真
水
や
塩
分
濃
度
の
低
い
飲
料
を
補
給
す
る
と
、
血
液
中

の
塩
分
濃
度
が
低
下
し
、
筋
の
被
刺
激
性
が
亢
進
す
る
こ
と
で
け

い
れ
ん
に
つ
な
が
る
。
運
動
時
の
筋
の
け
い
れ
ん
は
暑
さ
や
脱
水

と
は
無
関
係
に
も
お
こ
る
が
、
暑
熱
環
境
下
で
の
運
動
時
に
み
ら

れ
た
場
合
は
、
熱
け
い
れ
ん
と
し
て
対
処
す
る
。
ま
た
、
め
ま
い
、

頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
全
身
性
の
症
状
を
伴
う
場
合
は
、
熱
疲
労

の
一
症
状
と
し
て
対
処
す
る
。
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1
　熱
中
症
の
病
型
と
そ
の
発
症
機
序
、

　
　現
場
で
の
処
置
と
予
防
法

熱
中
症
と
は
、
暑
さ
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
す
る
「
暑
熱
障
害
」

の
総
称
で
あ
り
、
熱
失
神
、
熱
け
い
れ
ん
、
熱
疲
労
お
よ
び
熱
射

病
の
４
つ
が
含
ま
れ
る
。
発
症
の
原
因
は
主
と
し
て
、
脱
水
と
過

度
の
体
温
上
昇
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
症
機
序
と
症
状
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
運
動
や
労
働
に
伴
っ
て
発
生
す
る
労

作
性
（
運
動
性
）
熱
中
症
と
運
動
や
労
働
と
は
無
関
係
に
発
生
す

る
古
典
的
（
非
労
作
性
）
熱
中
症
と
に
分
類
さ
れ
る
。
近
年
、
わ

が
国
に
お
け
る
熱
中
症
死
亡
者
の
約
80
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
あ
り
、
約
45
％
が
家
（
庭
を
含
む
）
で
発
生
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
高
齢
者
が
自
宅
で
亡
く
な
っ
て
い
る
、
そ
の
多
く
は
古
典
的

（
非
労
作
性
）
熱
中
症
と
推
測
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
労
作
性

（
運
動
性
）
熱
中
症
を
中
心
に
述
べ
た
い
。

①
熱
失
神

炎
天
下
に
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
お
こ
る
。
直
射
日

光
に
よ
る
皮
膚
血
管
拡
張
と
立
位
姿
勢
持
続
に
よ
る
血
液
の
下
肢

へ
の
貯
留
に
よ
っ
て
、
脳
へ
の
血
流
が
減
少
し
、
一
過
性
の
意
識

消
失
（
失
神
発
作
）
を
お
こ
す
も
の
で
、
起
立
性
低
血
圧
（
立
ち

く
ら
み
）
が
そ
の
病
態
で
あ
る
。
失
神
に
先
立
ち
、
顔
面
そ
う
白
、

め
ま
い
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

〔
現
場
で
の
処
置
〕
涼
し
い
場
所
で
、
下
肢
を
挙
上
さ
せ
て
臥
床

さ
せ
る
。

〔
予
防
法
〕
炎
天
下
で
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
こ
と
を
避
け
る
。
下

肢
の
屈
伸
運
動
を
行
う
（
下
肢
の
静
脈
に
う
っ
帯
し
た
血
液
を
筋

ポ
ン
プ
作
用
に
よ
り
心
臓
へ
環
流
さ
せ
る
）。

②
熱
け
い
れ
ん

暑
熱
環
境
で
長
時
間
運
動
を
行
い
、
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
時

に
、
疲
労
し
た
筋
に
生
じ
る
有
痛
性
の
け
い
れ
ん
で
、
通
常
、
下

肢
の
筋
に
多
く
お
こ
る
が
、
上
肢
や
腹
筋
に
お
こ
る
こ
と
も
あ
る
。

特
に
、
真
水
や
塩
分
濃
度
の
低
い
飲
料
を
補
給
す
る
と
、
血
液
中

の
塩
分
濃
度
が
低
下
し
、
筋
の
被
刺
激
性
が
亢
進
す
る
こ
と
で
け

い
れ
ん
に
つ
な
が
る
。
運
動
時
の
筋
の
け
い
れ
ん
は
暑
さ
や
脱
水

と
は
無
関
係
に
も
お
こ
る
が
、
暑
熱
環
境
下
で
の
運
動
時
に
み
ら

れ
た
場
合
は
、
熱
け
い
れ
ん
と
し
て
対
処
す
る
。
ま
た
、
め
ま
い
、

頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
全
身
性
の
症
状
を
伴
う
場
合
は
、
熱
疲
労

の
一
症
状
と
し
て
対
処
す
る
。
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〔
現
場
で
の
処
置
〕
休
息
を
と
ら
せ
、
静
的
ス
ト
レ
ッ
チ
を
受
動

的
に
行
う
。
市
販
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
ま
せ
る
。

〔
予
防
法
〕
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
欠
乏
に
よ
る
筋
の
被
刺
激
性

の
亢
進
が
原
因
で
あ
り
、
塩
分
を
含
ん
だ
飲
料
を
使
用
す
る
。
食

事
か
ら
の
食
塩
摂
取
量
を
増
や
す
こ
と
が
有
効
と
の
報
告
も
あ
る
。

③
熱
疲
労

熱
疲
労
は
熱
中
症
の
中
核
を
な
す
病
態
で
あ
る
。
暑
熱
環
境
で

長
時
間
運
動
す
る
と
、
大
量
の
発
汗
の
た
め
、
水
分
と
塩
分
を
失

い
、
循
環
血
液
量
が
減
少
し
（
脱
水
）、
脳
な
ど
の
重
要
臓
器
へ
の

血
流
が
不
足
す
る
（
循
環
不
全
）。
脱
水
と
そ
の
た
め
の
循
環
不
全

が
熱
疲
労
の
病
態
で
あ
る
。
そ
の
症
状
は
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐

き
気
、
お
う
吐
、
脱
力
感
、
倦
怠
感
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
カ

ゼ
（
上
気
道
炎
）
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
症
状
で
あ
り
、
熱
中
症
に

特
異
的
で
は
な
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
体
温
は
正
常
も

し
く
は
軽
度
上
昇
す
る
が
、
40
℃
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
軽
度

の
錯
乱
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
昏
睡
な
ど
の
高
度
な

意
識
障
害
は
来
た
さ
な
い
。
軽
い
熱
疲
労
か
ら
命
に
関
わ
る
熱
射

病
ま
で
は
連
続
し
た
病
態
で
あ
り
、
判
断
の
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
場
合
は
、
熱
射
病
と
し
て
対
処
す
る
。
通
常
、
治
療
に
よ
り

回
復
し
、
命
に
関
わ
る
こ
と
は
な
い
。
数
日
に
わ
た
る
大
会
な
ど

で
は
、
連
日
の
脱
水
が
積
み
重
な
っ
て
、
熱
疲
労
や
熱
射
病
に
至

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

〔
現
場
で
の
処
置
〕
冷
所
に
移
動
さ
せ
、
熱
放
散
を
妨
げ
る
衣

服
を
取
り
除
き
、
下
肢
を
挙
上
さ
せ
臥
床
さ
せ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
（
塩
分
濃
度
0.1
％
）
あ
る
い
は
経
口
補
水
液
（
0.3
％
）
を

飲
ま
せ
る
。
熱
射
病
の
鑑
別
の
た
め
に
は
直
腸
温
の
測
定
が
望
ま

し
い
。

〔
予
防
法
〕
脱
水
と
循
環
不
全
が
そ
の
病
態
で
あ
り
、
塩
分
を

含
ん
だ
飲
料
を
積
極
的
に
補
給
し
、
脱
水
を
予
防
す
る
。
事
前
に

暑
熱
順
化
を
獲
得
す
る
。

④
熱
射
病

熱
疲
労
の
病
態
（
脱
水
と
循
環
不
全
）
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、

脱
水
と
血
清
浸
透
圧
上
昇
の
た
め
、
皮
膚
血
管
拡
張
と
発
汗
の
両

方
が
抑
制
さ
れ
、
熱
放
散
量
が
減
少
し
、
体
温
が
さ
ら
に
上
昇
す
る

悪
循
環
に
陥
る
。
体
温
（
特
に
脳
温
）
が
過
度
（
40
℃
以
上
）
に

上
昇
し
、
そ
の
た
め
脳
機
能
が
障
害
さ
れ
、
意
識
障
害
や
体
温
調

節
機
能
不
全
（
発
汗
停
止
）
を
来
た
し
た
病
態
が
熱
射
病
で
あ
る
。

た
だ
し
、
運
動
時
の
熱
射
病
で
は
、
発
汗
が
続
い
て
い
る
こ
と
も

100

あ
る
た
め
、
発
汗
が
あ
る
こ
と
で
熱
射
病
を
否
定
し
て
は
な
ら
な

い
。
意
識
障
害
の
有
無
は
重
要
で
、
昏
睡
だ
け
で
は
な
く
、
応
答

が
鈍
い
、
何
と
な
く
言
動
が
お
か
し
い
、
日
時
や
場
所
が
わ
か
ら

な
い
な
ど
の
軽
い
も
の
も
意
識
障
害
と
し
て
扱
う
。
多
臓
器
不
全

や
Ｄ
Ｉ
Ｃ
（
播
種
性
血
管
内
凝
固
症
候
群
）
な
ど
の
合
併
症
を
併

発
し
、
死
に
至
る
。
一
旦
、
熱
射
病
を
発
症
す
る
と
、
迅
速
か
つ

適
切
な
救
急
救
命
処
置
を
行
っ
て
も
救
命
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

た
め
、
熱
疲
労
か
ら
熱
射
病
へ
の
進
展
を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

〔
現
場
で
の
処
置
〕
運
動
中
に
倒
れ
て
立
ち
上
が
れ
な
い
場
合
や

症
状
か
ら
熱
射
病
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
直
腸
温
の
測
定
が
有

用
で
あ
る
。
熱
射
病
の
予
後
を
決
定
す
る
第
一
の
要
因
は
高
体
温

の
程
度
と
そ
の
曝
露
時
間
で
あ
り
、
救
命
の
た
め
に
は
で
き
る
限

り
速
や
か
に
体
温
を
39
℃
ま
で
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

冷
却
は
現
場
で
開
始
し
、
他
に
命
に
関
わ
る
合
併
症
が
な
け
れ
ば
、

現
場
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

各
種
の
身
体
冷
却
法
の
中
で
、「
氷
水
浴
（
冷
水
浴
）
法
」
は
、

体
温
低
下
率
（
０・15
～
０・35
℃
／
分
）
が
最
大
で
あ
り
、
救
命

率
も
最
も
高
い
。
水
道
水
を
全
身
に
か
け
続
け
る
「
水
道
水
散
布

法
」
が
体
温
低
下
率
：
０・14
℃
／
分
と
次
い
で
有
効
で
あ
る
。
か

つ
て
推
奨
さ
れ
て
い
た
首
、
腋
窩
、
そ
径
部
に
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
な

ど
を
当
て
る
方
法
は
、
体
温
低
下
率
が
低
く
単
独
で
の
使
用
は
推

奨
で
き
な
い
。

「
氷
水
浴
（
冷
水
浴
）
法
」
と
「
水
道
水
散
布
法
」
の
動
画
が
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
お
よ
び
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
供
覧
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
、
参
照
い
た
だ
き

た
い
※
。

〔
予
防
法
〕
高
温
多
湿
の
環
境
で
の
高
強
度
運
動
、
暑
熱
順
化
の

欠
如
、
低
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
レ
ベ
ル
が
誘
引
と
な
る
が
、
暑
熱
順

化
し
た
高
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
熱
産
生
が

熱
放
散
を
大
き
く
凌
駕
す
れ
ば
発
症
し
う
る
。
脱
水
の
予
防
の
た

め
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
（
③
熱
疲
労
の
項
を
参
照
）、

休
息
を
多
く
と
る
。
現
場
で
は
、
暑
さ
に
関
す
る
気
象
の
４
要
因

（
気
温
、
湿
度
、
輻
射
熱
、
気
流
）
を
反
映
し
た
指
標
で
あ
る
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
（
湿
球
黒
球
温
度
）
を
測
定
。
こ
れ
を
基
に
、「
熱
中
症
予
防

運
動
指
針
」［
表
１
］
に
従
っ
て
、
そ
の
日
の
運
動
の
強
度
や
時
間

（
練
習
メ
ニ
ュ
ー
）
を
調
節
す
る
。

2
　熱
中
症
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム

熱
中
症
の
各
病
型
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
［
図
１
］
に
ま
と
め

ば
く 

ろ

え
き 

か

ふ
く
し
ゃ
ね
つ
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あ
る
た
め
、
発
汗
が
あ
る
こ
と
で
熱
射
病
を
否
定
し
て
は
な
ら
な

い
。
意
識
障
害
の
有
無
は
重
要
で
、
昏
睡
だ
け
で
は
な
く
、
応
答

が
鈍
い
、
何
と
な
く
言
動
が
お
か
し
い
、
日
時
や
場
所
が
わ
か
ら

な
い
な
ど
の
軽
い
も
の
も
意
識
障
害
と
し
て
扱
う
。
多
臓
器
不
全

や
Ｄ
Ｉ
Ｃ
（
播
種
性
血
管
内
凝
固
症
候
群
）
な
ど
の
合
併
症
を
併

発
し
、
死
に
至
る
。
一
旦
、
熱
射
病
を
発
症
す
る
と
、
迅
速
か
つ

適
切
な
救
急
救
命
処
置
を
行
っ
て
も
救
命
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

た
め
、
熱
疲
労
か
ら
熱
射
病
へ
の
進
展
を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

〔
現
場
で
の
処
置
〕
運
動
中
に
倒
れ
て
立
ち
上
が
れ
な
い
場
合
や

症
状
か
ら
熱
射
病
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
直
腸
温
の
測
定
が
有

用
で
あ
る
。
熱
射
病
の
予
後
を
決
定
す
る
第
一
の
要
因
は
高
体
温

の
程
度
と
そ
の
曝
露
時
間
で
あ
り
、
救
命
の
た
め
に
は
で
き
る
限

り
速
や
か
に
体
温
を
39
℃
ま
で
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

冷
却
は
現
場
で
開
始
し
、
他
に
命
に
関
わ
る
合
併
症
が
な
け
れ
ば
、

現
場
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

各
種
の
身
体
冷
却
法
の
中
で
、「
氷
水
浴
（
冷
水
浴
）
法
」
は
、

体
温
低
下
率
（
０・15
～
０・35
℃
／
分
）
が
最
大
で
あ
り
、
救
命

率
も
最
も
高
い
。
水
道
水
を
全
身
に
か
け
続
け
る
「
水
道
水
散
布

法
」
が
体
温
低
下
率
：
０・14
℃
／
分
と
次
い
で
有
効
で
あ
る
。
か

つ
て
推
奨
さ
れ
て
い
た
首
、
腋
窩
、
そ
径
部
に
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
な

ど
を
当
て
る
方
法
は
、
体
温
低
下
率
が
低
く
単
独
で
の
使
用
は
推

奨
で
き
な
い
。

「
氷
水
浴
（
冷
水
浴
）
法
」
と
「
水
道
水
散
布
法
」
の
動
画
が
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
お
よ
び
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
供
覧
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
、
参
照
い
た
だ
き

た
い
※
。

〔
予
防
法
〕
高
温
多
湿
の
環
境
で
の
高
強
度
運
動
、
暑
熱
順
化
の

欠
如
、
低
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
レ
ベ
ル
が
誘
引
と
な
る
が
、
暑
熱
順

化
し
た
高
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
熱
産
生
が

熱
放
散
を
大
き
く
凌
駕
す
れ
ば
発
症
し
う
る
。
脱
水
の
予
防
の
た

め
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
（
③
熱
疲
労
の
項
を
参
照
）、

休
息
を
多
く
と
る
。
現
場
で
は
、
暑
さ
に
関
す
る
気
象
の
４
要
因

（
気
温
、
湿
度
、
輻
射
熱
、
気
流
）
を
反
映
し
た
指
標
で
あ
る
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
（
湿
球
黒
球
温
度
）
を
測
定
。
こ
れ
を
基
に
、「
熱
中
症
予
防

運
動
指
針
」［
表
１
］
に
従
っ
て
、
そ
の
日
の
運
動
の
強
度
や
時
間

（
練
習
メ
ニ
ュ
ー
）
を
調
節
す
る
。

2
　熱
中
症
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム

熱
中
症
の
各
病
型
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
［
図
１
］
に
ま
と
め

ば
く 

ろ

え
き 

か

ふ
く
し
ゃ
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つ
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た
。
ヒ
ト
は
暑
さ
に
さ
ら
さ
れ
る
と
脱
衣
し
て
薄
着
に
な
る
、
涼

し
い
環
境
に
移
動
す
る
、
あ
る
い
は
扇
風
機
で
風
を
送
る
な
ど
の

体
温
の
上
昇
を
避
け
る
た
め
の
行
動
（
行
動
性
体
温
調
節
）
を
行

う
。
一
方
で
、
体
温
が
上
が
る
と
、
皮
膚
血
管
が
拡
張
し
皮
膚
血

流
量
が
増
加
し
て
、
皮
膚
か
ら
の
熱
放
散
（
非
蒸
発
性
熱
放
散
）

［図1］高温環境下における熱中症発症メカニズム。図の最下段に、重症度分類
（Ⅰ度～Ⅲ度）との対応を付記した。

［表1］熱中症予防運動指針（日本スポーツ協会、「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」より）
1) 環境条件の評価はWBGT（暑さ指数とも言われる）の使用が望ましい。
2) 乾球温度（気温）を用いる場合には、湿度に注意する。湿度が高ければ、1ランク厳しい環境基準の運動指針を適用する。
3)熱中症の発症のリスクは個人差が大きく、運動強度も大きく関係する。
　運動指針は平均的な目安であり、スポーツ現場では個人差や競技特性に配慮する。
　※暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など。

WBGT 湿球温度 乾球温度

31℃超 27℃超 35℃超 運動は
原則中止

特別の場合以外は運動を中止する。特に子どもの場
合には中止すべき。

28℃～
31℃

24℃～
27℃

31℃～
35℃

厳重警戒
（激しい運
動は中止）

熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走な
ど体温が上昇しやすい運動は避ける。10～20 分おき
に休憩をとり水分･塩分を補給する。暑さに弱い人※

は運動を軽減または中止。

25℃～
28℃

21℃～
24℃

28℃～
31℃

警戒（積極
的に休息）

熱中症の危険が増すので、積極的に休息をとり適宜、
水分・塩分を補給する。激しい運動では、30分おき
くらいに休憩をとる。

21℃～
25℃

18℃～
21℃

24℃～
28℃

注意
（積極的に
水分補給）

熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。熱
中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極
的に水分・塩分を補給する。

21℃ 
未満

18℃ 
未満

24℃ 
未満

ほぼ安全
（適宜水分
補給）

通常は熱中症の危険は小さいが、適宜、水分・塩分の補
給は必要である。市民マラソンなどではこの条件でも熱
中症が発生するので注意。
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を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
高
温
に
な
る
と
発
汗
（
蒸
発
性
熱
放
散
）

が
お
き
る
。
こ
れ
ら
は
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
自
動
的
に
働

く
の
で
、
自
律
性
体
温
調
節
と
呼
ば
れ
る
。
皮
膚
血
管
拡
張
と
発

汗
は
ど
ち
ら
も
血
液
を
材
料
と
し
て
い
る
た
め
、
循
環
血
漿
量
の

減
少
（
脱
水
）
を
生
じ
る
。
適
切
な
水
分
補
給
が
さ
れ
な
い
中
で
、

長
時
間
の
運
動
を
継
続
す
る
と
、「
脱
水
」
の
増
強
と
そ
の
結
果
生

じ
る
体
温
調
節
反
応
（
発
汗
、
皮
膚
血
管
拡
張
）
の
抑
制
に
よ
り
、

「
過
度
の
体
温
上
昇
」
が
惹
起
さ
れ
、
熱
射
病
の
発
症
に
至
る
。
こ

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
に
よ
り
「
脱
水
」

を
防
ぐ
こ
と
が
、
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
維
持
と
同
時
に
熱
中
症

の
予
防
に
も
つ
な
が
る
。

3
　熱
中
症
予
防
運
動
指
針
と

　
　現
場
で
の
W
B
G
T
計
の
活
用

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
高
く
な
る
ほ
ど
熱
中
症
の
発
生
は
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。
運
動
の
現
場
で
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
を
測
定
し
、［
表
１
］
に
示
し

た
運
動
指
針
を
目
安
に
、ど
の
よ
う
に
運
動
し
た
ら
よ
い
か
を
判
断

す
る
。
学
校
管
理
下
の
熱
中
症
死
亡
事
故
の
解
析
か
ら
は
、
原
因

と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
種
目
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
持
久
走
や
ダ
ッ

シ
ュ
の
繰
り
返
し
な
ど
継
続
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
多
く
発
生
し
て

い
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
高
い
場
合
に
は
、
身
体
へ
の
熱
負
荷
が
大
き

い
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
避
け
、
よ
り
技
術
的
で
熱
負
荷
の

小
さ
い
運
動
に
変
更
す
る
、
休
憩
・
飲
水
時
間
を
多
く
取
る
、
集

合
や
説
明
は
日
陰
で
行
う
な
ど
の
配
慮
が
望
ま
れ
る
。
近
年
、
小

型
・
携
帯
型
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
が
か
な
り
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に

普
及
し
て
き
た
。
し
か
し
頻
繁
に
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
こ
と
を
嫌
っ

て
か
、
日
陰
に
設
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。「
黒
球
」

で
太
陽
の
輻
射
熱
の
強
さ
を
計
測
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
、
直
射

日
光
の
当
た
る
「
日
な
た
」
に
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

4
　熱
疲
労
か
ら
の
熱
射
病
へ
の
進
展
の
防
止

軽
い
熱
疲
労
と
思
わ
れ
て
も
、
そ
の
ま
ま
無
理
に
運
動
を
続
け
、

熱
疲
労
の
病
態
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、
脱
水
と
血
清
浸
透
圧
上

昇
の
た
め
に
、
皮
膚
血
管
拡
張
や
発
汗
が
抑
制
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

熱
放
散
量
が
減
少
し
、
蓄
熱
量
が
よ
り
増
加
し
、
体
温
が
さ
ら
に
上

昇
す
る
悪
循
環
に
陥
り
、
40
℃
以
上
の
高
体
温
（
脳
の
オ
ー
バ
ー

ヒ
ー
ト
）に
至
る
。
そ
の
た
め
、
脳
の
機
能
が
障
害
さ
れ
、
意
識
障

害
や
体
温
調
節
機
能
不
全
（
発
汗
停
止
）
を
来
た
し
た
も
の
が
熱

射
病
で
あ
る
。
な
お
、
熱
疲
労
の
病
態
（
脱
水
）
を
経
ず
に
、
短

じ
ゃ
っ
き

け
っ
し
ょ
う
り
ょ
う
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を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
高
温
に
な
る
と
発
汗
（
蒸
発
性
熱
放
散
）

が
お
き
る
。
こ
れ
ら
は
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
自
動
的
に
働

く
の
で
、
自
律
性
体
温
調
節
と
呼
ば
れ
る
。
皮
膚
血
管
拡
張
と
発

汗
は
ど
ち
ら
も
血
液
を
材
料
と
し
て
い
る
た
め
、
循
環
血
漿
量
の

減
少
（
脱
水
）
を
生
じ
る
。
適
切
な
水
分
補
給
が
さ
れ
な
い
中
で
、

長
時
間
の
運
動
を
継
続
す
る
と
、「
脱
水
」
の
増
強
と
そ
の
結
果
生

じ
る
体
温
調
節
反
応
（
発
汗
、
皮
膚
血
管
拡
張
）
の
抑
制
に
よ
り
、

「
過
度
の
体
温
上
昇
」
が
惹
起
さ
れ
、
熱
射
病
の
発
症
に
至
る
。
こ

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
に
よ
り
「
脱
水
」

を
防
ぐ
こ
と
が
、
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
維
持
と
同
時
に
熱
中
症

の
予
防
に
も
つ
な
が
る
。

3
　熱
中
症
予
防
運
動
指
針
と

　
　現
場
で
の
W
B
G
T
計
の
活
用

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
高
く
な
る
ほ
ど
熱
中
症
の
発
生
は
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。
運
動
の
現
場
で
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
を
測
定
し
、［
表
１
］
に
示
し

た
運
動
指
針
を
目
安
に
、ど
の
よ
う
に
運
動
し
た
ら
よ
い
か
を
判
断

す
る
。
学
校
管
理
下
の
熱
中
症
死
亡
事
故
の
解
析
か
ら
は
、
原
因

と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
種
目
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
持
久
走
や
ダ
ッ

シ
ュ
の
繰
り
返
し
な
ど
継
続
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
多
く
発
生
し
て

い
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
高
い
場
合
に
は
、
身
体
へ
の
熱
負
荷
が
大
き

い
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
避
け
、
よ
り
技
術
的
で
熱
負
荷
の

小
さ
い
運
動
に
変
更
す
る
、
休
憩
・
飲
水
時
間
を
多
く
取
る
、
集

合
や
説
明
は
日
陰
で
行
う
な
ど
の
配
慮
が
望
ま
れ
る
。
近
年
、
小

型
・
携
帯
型
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
が
か
な
り
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に

普
及
し
て
き
た
。
し
か
し
頻
繁
に
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
こ
と
を
嫌
っ

て
か
、
日
陰
に
設
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。「
黒
球
」

で
太
陽
の
輻
射
熱
の
強
さ
を
計
測
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
、
直
射

日
光
の
当
た
る
「
日
な
た
」
に
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

4
　熱
疲
労
か
ら
の
熱
射
病
へ
の
進
展
の
防
止

軽
い
熱
疲
労
と
思
わ
れ
て
も
、
そ
の
ま
ま
無
理
に
運
動
を
続
け
、

熱
疲
労
の
病
態
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、
脱
水
と
血
清
浸
透
圧
上

昇
の
た
め
に
、
皮
膚
血
管
拡
張
や
発
汗
が
抑
制
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

熱
放
散
量
が
減
少
し
、
蓄
熱
量
が
よ
り
増
加
し
、
体
温
が
さ
ら
に
上

昇
す
る
悪
循
環
に
陥
り
、
40
℃
以
上
の
高
体
温
（
脳
の
オ
ー
バ
ー

ヒ
ー
ト
）に
至
る
。
そ
の
た
め
、
脳
の
機
能
が
障
害
さ
れ
、
意
識
障

害
や
体
温
調
節
機
能
不
全
（
発
汗
停
止
）
を
来
た
し
た
も
の
が
熱

射
病
で
あ
る
。
な
お
、
熱
疲
労
の
病
態
（
脱
水
）
を
経
ず
に
、
短

じ
ゃ
っ
き

け
っ
し
ょ
う
り
ょ
う
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時
間
（
１
時
間
以
内
）
に
体
温
が
過
度
に
上
昇
し
、
熱
射
病
に
至

る
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
（［
図
１
］
の
右
端
）。
熱

射
病
で
は
特
に
意
識
障
害
の
有
無
が
重
要
で
、
昏
睡
だ
け
で
は
な

く
、
応
答
が
鈍
い
、
何
と
な
く
言
動
が
お
か
し
い
、
日
時
や
場
所

が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
軽
い
も
の
も
意
識
障
害
と
し
て
扱
う
。

本
稿
前
半
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
旦
熱
射
病
を
発
症
す
る
と
、

的
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
救
急
救
命
処
置
を
行
っ
て
も
救
命
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
と
に
か
く
熱
疲
労
か
ら
熱

射
病
へ
の
進
展
を
妨
げ
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
熱

疲
労
は
無
理
な
運
動
を
避
け
る
た
め
の
防
衛
反
応
と
み
な
す
こ
と

も
で
き
、
熱
疲
労
の
段
階
で
運
動
を
中
止
す
れ
ば
、
生
命
に
関
わ

る
重
篤
な
熱
射
病
に
な
る
危
険
性
を
回
避
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
自
身
が
熱
疲
労
の
症
状
を
よ
く

理
解
し
、
暑
い
中
で
の
運
動
中
に
、「
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐
き
気
」

を
感
じ
た
ら
、「
あ
っ
、
熱
疲
労
に
な
っ
て
い
る
」
と
考
え
、
①

ペ
ー
ス
を
落
と
す
、
②
も
っ
と
ド
リ
ン
ク
を
飲
む
、
③
身
体
を
冷
や

す
、
な
ど
の
対
応
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
は
、
選
手
が
い
つ
で
も
、
一
々
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
気

軽
に
水
分
補
給
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
ま
た
、
練
習
や
試
合
に

お
い
て
、
常
に
選
手
の
発
す
る
サ
イ
ン
に
目
を
配
り
、「
大
丈
夫

か
」
と
声
を
か
け
、
必
要
に
応
じ
て
休
ま
せ
る
等
の
対
応
を
と
り

た
い
。

5
　運
動
時
の
水
分
補
給

上
述
の
よ
う
に
、
熱
中
症
の
発
生
に
は
「
脱
水
」
が
大
き
く
関

与
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
で
脱
水
を
防
ぐ

こ
と
が
、
熱
中
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
。
高
温
環
境
下
で
運
動
す

る
と
、
ヒ
ト
の
発
汗
量
は
１
時
間
に
2.5
ℓ
に
も
及
ぶ
。
こ
の
よ
う

な
大
量
発
汗
に
よ
っ
て
、
体
重
が
２
％
減
る
よ
う
な
脱
水
状
態

（
２
％
脱
水
）
に
な
る
と
、
運
動
能
力
も
低
下
し
、
熱
中
症
の
リ
ス

ク
も
生
じ
て
く
る
。
一
方
、
胃
か
ら
十
二
指
腸
へ
の
内
容
物
の
移

送
は
１
時
間
に
1.5
ℓ
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
量
を
ま
と
め
て

飲
ん
だ
と
し
て
も
胃
内
に
貯
留
し
て
し
ま
う
。
こ
ま
め
な
水
分
補

給
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

発
汗
量
は
個
人
差
が
大
き
く
、
運
動
強
度
や
環
境
条
件
に
よ
っ

て
も
変
わ
る
た
め
、
ど
れ
だ
け
飲
め
ば
よ
い
か
、
一
概
に
は
言
え

な
い
。
ま
た
、
海
外
の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
で
は
飲
料
の
飲
み
過
ぎ
に

よ
る
低
ナ
ト
リ
ウ
ム
血
症
（
脳
浮
腫
）
に
よ
る
死
亡
例
も
報
告
さ

れ
て
お
り
、
む
や
み
に
多
く
飲
む
こ
と
も
薦
め
ら
れ
な
い
。
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
熱
中
症
予
防
ガ
イ
ド
ブ
ッ

104

ク
」
で
は
、「
の
ど
の
渇
き
」
に
応
じ
て
自
由
に
飲
む
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
。
自
由
飲
水
の
結
果
、
多
少
の
脱
水
が
生
じ
る
が
、
そ

の
程
度
は
お
よ
そ
２
％
以
内
に
お
さ
ま
る
。

補
給
す
る
飲
料
の
必
要
条
件
は
、
0.1
～
0.2
％
の
塩
分
と
糖
分
を

含
ん
だ
糖
質
・
電
解
質
溶
液
で
あ
り
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の

組
成
が
こ
れ
に
合
致
す
る
。
１
０
０
㎖
あ
た
り
ナ
ト
リ
ウ
ム
40
㎎

が
0.1
％
の
塩
分
に
相
当
す
る
。
飲
料
は
常
温
で
あ
っ
て
も
、
脱
水

の
予
防
・
補
正
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
低
温
で
あ
る
ほ
ど
物
理
的

な
身
体
冷
却
効
果
（
冷
た
い
物
が
体
内
に
入
る
こ
と
で
体
温
が
下

が
る
）
も
期
待
で
き
る
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
冷
た
い
と
下
痢
に
な

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
一
般
に
は
５
～
15
℃
く
ら
い
の
温
度
が
推

奨
さ
れ
る
。

6
　暑
熱
順
化
の
重
要
性

繰
り
返
し
暑
さ
に
曝
露
さ
れ
る
、あ
る
い
は
暑
熱
下
で
の
運
動
を

繰
り
返
す
と
、
発
汗
量
が
増
加
す
る
暑
熱
順
化
が
生
じ
る
。
一
定

の
運
動
負
荷
に
対
す
る
体
温
上
昇
が
小
さ
く
な
り
、
心
拍
数
も
低

く
抑
え
ら
れ
、
暑
さ
に
よ
り
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
わ
が
国

の
よ
う
な
明
瞭
な
四
季
の
あ
る
地
域
で
は
、
毎
年
夏
に
向
け
て
短

期
暑
熱
順
化
（
季
節
順
化
）
を
繰
り
返
す
。
暑
熱
順
化
し
て
い
な

い
６
月
に
は
、
暑
熱
順
化
の
成
立
す
る
７
月
に
比
べ
約
３
℃
低
い

気
温
で
熱
中
症
が
発
生
す
る
。
同
様
に
、
梅
雨
明
け
な
ど
で
気
温

が
急
に
上
昇
し
た
時
や
部
活
動
の
合
宿
初
日
や
休
み
明
け
は
、
暑

熱
順
化
が
欠
如
し
て
お
り
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
い
。

お
わ
り
に

熱
中
症
死
亡
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、

熱
中
症
の
４
病
型
の
病
態
生
理
、
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
察
し
た
。

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
は
、
熱
中
症
の
中
核
を
な
す
が
一
般
に
命

に
関
わ
る
こ
と
の
な
い
熱
疲
労
と
、
死
に
至
る
リ
ス
ク
の
高
い
熱

射
病
と
の
病
態
生
理
や
症
状
の
相
違
に
つ
い
て
の
理
解
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
熱
射
病
が
疑
わ
れ
た
場
合
の
現
場
で
の
身
体
冷
却

法
と
し
て
、
氷
水
浴
（
冷
水
浴
）
法
、
水
道
水
散
布
法
（
扇
風
機

も
併
用
）
を
紹
介
し
た
。
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、
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と
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の
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を
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の
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と
の
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の
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違
に
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の
理
解
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で
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る
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ま
た
、
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が
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た
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の
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の
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稿寄

1
　錯
視
研
究
の
現
状

「
私
立
大
学
の
ミ
ラ
イ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
の
原
稿
依
頼
を
頂

い
た
。﹇
図
１
］
は
「
黒
と
赤
と
橙
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
錯
視
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
種
の
画
像

に
つ
い
て
語
り
た
い
。

筆
者
は
錯
視
の
研
究
者
な
の
で
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
「
錯
視
の

応
用
と
社
会
へ
の
貢
献
」
で
あ
る
。
期
待
さ
れ
て
い
る
執
筆
内
容

は
、
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
錯
視
研
究
の
応
用
の
レ
ビ
ュ
ー
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
そ
の
よ
う
な
例
を
知
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、

化
粧
に
錯
視
の
知
見
が
役
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
お

そ
ら
く
す
べ
て
は
個
々
の
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
造

に
よ
る
も
の
で
、
実
験
心
理
学
的
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見

を
応
用
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
道
路
に
だ
ま
し
絵
立
体
（
イ

メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
と
い
う
）
を
描
い
て
ク
ル
マ
の
速
度
を
抑
え
る
試

み
に
つ
い
て
は
錯
視
の
応
用
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
あ
の

種
の
だ
ま
し
絵
（
ア
ナ
モ
ル
フ
ォ
ー
シ
ス
）
は
特
定
の
一
点
か
ら

見
た
時
に
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
実
際
に

ク
ル
マ
で
走
行
し
て
観
察
す
る
と
効
果
が
少
な
い
。

そ
れ
で
は
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
と
し
て
見
え

る
錯
視
画
像
は
な
い
の
か
と
い
う
と
、
既
に
私
は
提
案
し
て
い
る
。

﹇
私
立
大
学
の
ミ
ラ
イ
ー
研
究
編
ー
﹈ 

錯
視
の
応
用
と
社
会
へ
の
貢
献

北
岡 

明
佳

立
命
館
大
学
総
合
心
理
学
部
教
授

［図1］黒と赤と橙のコンポジション
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﹇
図
２
］
が
そ
れ
で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
見
て
も
幅
の
狭
い
領
域
が
凸

に
見
え
る
の
で
、
衝
撃
を
回
避
し
よ
う
と
ク
ル
マ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

速
度
を
落
と
す
こ
と
が
大
い
に
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
今
の
と

こ
ろ
採
用
例
は
な
い
。
私
の
広
報
不
足
、
技
術
的
な
困
難
性
、
需

要
の
少
な
さ
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

2
　既
存
の
錯
視
デ
ザ
イ
ン
で
事
業
の
魅
力
化
を

基
礎
研
究
を
し
て
い
る
と
そ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
問
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
そ
れ
は
何
の
役
に
立
つ
の
で
す
か
？
」
と
聞

か
れ
る
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
錯
視
を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
提

案
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
本
稿
で
は
錯
視
自
体
の
特
性

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
提
案
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。「
観
光
へ
の
応

用
」
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、ま
ず
錯
視
自
体
の
特
性
と
は
何
か

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
錯
視
と
は
視
覚
性
の
錯
覚
で
あ
る
。
錯
覚

と
は
対
象
の
知
覚
と
そ
の
「
客
観
的
な
」
性
質
の
知
識
に
不
一
致

の
あ
る
知
覚
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
間
違
っ
た
」
知
覚
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
知
識
と
の
不
一
致
の
あ
る
視
知
覚

の
う
ち
、
お
も
し
ろ
い
も
の
、
美
し
い
も
の
、
魅
力
の
あ
る
も
の

が
錯
視
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
錯
視
の
作
り
方
を
知
っ
て
い
れ

ば
、
あ
る
事
業
で
使
い
た
い
状
況
に
合
わ
せ
て
錯
視
の
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
事
業
の
魅
力
度
や
集
客
力
を
高
め
ら

れ
る
と
期
待
で
き
る
。
そ
れ
を
「
観
光
へ
の
応
用
」
と
表
現
し
て

み
た
。

１
つ
の
方
法
と
し
て
は
、
既
存
の
錯
視
デ
ザ
イ
ン
を
装
飾
と
し

［図2］イメージハンプに使える錯視画像の提案例
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て
採
用
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
20
世
紀
に
お
い
て
は
、
錯
視

デ
ザ
イ
ン
で
不
動
の
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
、
１
９
０
８
年
に
学

術
誌
に
発
表
さ
れ
た
「
フ
レ
ー
ザ
ー
の
渦
巻
き
錯
視
」[

図
３]

で

あ
っ
た
。
同
心
円
に
配
置
し
た
縞
模
様
が
渦
巻
き
に
見
え
る
と
い

う
錯
視
で
あ
る
。

錯
視
デ
ザ
イ
ン
の
現
在
の
人
気
の
動
向
に
つ
い
て
は
情
報
源

と
な
る
も
の
が
な
い
の
で
、
自
分
の
作
品
に
限
定
し
て
紹
介
す

る
。
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
断
ト
ツ
で
「
蛇
の
回
転
」[

図
４]

で
あ
る
。
円
盤
が
ひ
と
り
で
に
動
い
て
見
え
る
錯
視
の
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
。
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー
は
「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
畑
」[

図
［図3］フレーザーの渦巻き錯視

［図4］蛇の回転
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５]

で
あ
る
。
市
松
模
様
が
波
打
っ
て
見
え
る
錯
視
の
デ
ザ
イ
ン
で

あ
る
。
ナ
ン
バ
ー
ス
リ
ー
は
「
水
色
と
黄
緑
の
渦
巻
き
」[

図
６]

で
あ
る
。
渦
巻
き
に
は
水
色
の
も
の
と
黄
緑
色
の
も
の
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
ど
ち
ら
も
同
じ
色
で
あ
る
と
い
う
色
の
錯
視
の

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

3
　錯
視
画
像
を
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
も
一
手

一
方
、
こ
の
よ
う
な
既
存
の
作
品
を
利
用
す
る
と
い
う
の
も
手

だ
が
、
自
分
で
錯
視
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

も
あ
る
。
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に
は
錯
視
に
つ
い
て
の
知
識
が

必
要
な
の
で
見
か
け
よ
り
も
難
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
比
較

的
簡
単
な
錯
視
工
作
が
あ
る
。「
並
置
混
色
技
法
」
で
あ
る
。
赤
・

緑
・
青
の
３
つ
の
原
色
が
あ
れ
ば
、
色
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
豊
か
な
色
を
表
現
で
き
る
。
そ
の
中
で
も
、
原
色
を
異
な

る
位
置
に
並
べ
る
方
式
を
並
置
混
色
と
呼
ぶ
。
た
と
え
ば
、
テ
レ

ビ
、
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
並
置
混
色
を
採
用
し
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
で
は
原
色
の
画
素
は
弁
別
で
き

な
い
ほ
ど
小
さ
い
。
一
方
、
原
色
の
画
素
を
弁
別
で
き
る
ま
で
大

き
く
し
た
場
合
で
は
、
画
像
は
劣
化
す
る
（
解
像
度
は
下
が
る
）

が
、
元
の
画
像
が
何
で
あ
る
か
は
あ
る
程
度
わ
か
る
。[

図
７]

は

［図5］サクラソウの畑［図6］水色と黄緑の渦巻き
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［図7］赤緑青を原色とした並置混色変換後の画像

［図8］オストワルト表色系的並置混色変換後の画像
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こ
の
状
態
で
表
し
た
花
の
写
真
で
あ
る
。
こ
の
時
、
彩
度
の
高
い

原
色
も
知
覚
さ
れ
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
が
、
画
像
の
魅
力
度
は

あ
る
程
度
上
昇
す
る
（
筆
者
の
主
観
比
）。

こ
こ
で
お
す
す
め
な
の
が
、
筆
者
が
開
発
し
た
「
オ
ス
ト
ワ
ル

ト
表
色
系
的
並
置
混
色
変
換
」
で
あ
る
。
オ
ス
ト
ワ
ル
ト
表
色
系

で
は
、
色
を
黒
色
・
白
色
・
純
色
に
分
解
す
る
。
こ
の
方
法
で
変

換
し
て
得
ら
れ
た
画
像
が[

図
８]

で
あ
る
。
赤
・
緑
・
青
の
３
つ

の
原
色
に
並
置
混
色
分
解
す
る
と
平
均
輝
度
（
画
像
の
明
る
さ
）

が
元
の
画
像
の
約
３
分
の
１
に
な
っ
て
し
ま
う[

図
７]

の
だ
が
、

オ
ス
ト
ワ
ル
ト
表
色
系
的
並
置
混
色
変
換
で
は
平
均
輝
度
は
変
わ

ら
な
い[

図
８]

。
冒
頭
で
示
し
た[

図
１]

も
そ
の
よ
う
に
し
て

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

[

図
１]

や[

図
８]

の
よ
う
な
画
像
を
作
る
筆
者
作
の
ツ
ー
ル

は
、
左
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
任
意
の
画
像

を
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
研
究
用
の
自
作
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の

で
使
い
勝
手
に
難
は
あ
る
と
思
う
が
、
お
試
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

https://w
w
w
.psy.ritsum

ei.ac.jp/akitaoka/JavaScript-O
stw

ald01f.htm
l
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